
通学に対する基本的な考え方と現状 

【文部科学省の基本的な考え方】 

○小学校の通学範囲は概ね４km 以内を基本とする。 

 【小松島市教育委員会の基本的な考え方】 

H30.12 学校再編基本計画 

学校再編に係る通学方法は、原則、徒歩としますが、その通学距離は概ね２km から３km の範囲内とし、これを超

える場合は、スクールバスなどの通学支援を実施します。 

 

R4.2 学校再編実施計画 

再編に伴って通学先の学校まで、半径 1,800ｍを超える場合は、通学支援を実施します。原則、路線バスや JR を利

用する方法としますが、バス路線等がない地域はスクールバスを運行することとします。路線バスを利用する場合は、

通学支援サポーターを配置して、バスの乗降時や車内での安全確保に努めます。今後、経路変更、ダイヤ調整、バス

停の新設など、関係機関との協議を進めていきます。また、スクールバスを運行する場合の乗降場所は旧小学校の敷

地等を候補として検討します。 

※現在（新）小松島小学校区の登下校時の路線バスは、全方面利用できる環境になっています。 

【小松島市の通学支援の現状】 

○南小松島小学校（金磯方面）における通学支援 

・対象学年は１年生・２年生のみとし、路線バスの定期券購入への 2/3 の補助とする。 

【小松島市の通学支援の方向性】 

・校区が広がるにあたり、距離の遠い全学年の児童に対して、通学支援は必要である。 

・モラルハザードを防ぐため、全額補助することはしない。 

・児童の発達段階の違いについても考慮する方向で検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【通学方法によるメリット、デメリット】 

 メリット デメリット 

路線バス ・最寄りのバス停から乗降ができる。 

・乗車時刻の選択肢がある。 

（金磯、千代） 

・費用負担がスクールバスや JR より大きい。 

・交通状況の影響を受けやすい。 

・乗り遅れた場合、徒歩もしくは保護者送迎。 

JR ・定時に乗降できる。 

・駅舎がある。（雨の日など） 

・費用負担が小さい。（路線バスの半額

程度） 

・短時間利用（約３分） 

・バス停ほど数がないので、移動距離が大きく、 

 場所によっては利用できない児童がでる。 

・乗り遅れた場合、徒歩もしくは保護者送迎。 

保護者送迎 ・時間の自由度が高い。 ・駐車場内だけの台数とする。 

・下校時に車を駐車できない可能性が高い。 

※入場制限をかけることも検討中 

スクールバス 

（導入した場合） 

・学校敷地内まで送迎できる。 

・児童以外の乗車がない。 

・場所によっては路線バスよりも便数が少ない。 

・発着場まで移動が必要。 

・乗り遅れた場合、徒歩もしくは保護者送迎。 

・地域ごとの公平性がなくなる。 

・導入した路線については、路線バス・JR の支援は行わ

ない。 

 


